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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
①自動車流通業市場の背景

（出典：日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会）
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(台） 《新車登録台数》 《中古車登録台数》

新 車 ⇒ 軽以外の自動車は、前年同期比4.0％増となったものの、軽自動車増税や燃費不正問
題の影響により、軽自動車の販売台数が大幅に減少。引き続き厳しい環境は続く見通し

中古車 ⇒ 前年同期比0.5％増加も、新車販売と同様に軽自動車が減少しており、環境は依然
厳しい。

■ 2016年度（2016年4月～2017年3月）の自動車市場（軽自動車含む）
新 車 登 録 台 数 ＝ 507.7万台（前年同期比2.8％増）

中古車登録台数 ＝ 677.9万台（前年同期比0.5％増）

上半期（4～9月）前年比1.0％増

下半期（10～3月）前年比6.3％増

上半期（4～9月）前年比0.8％増

下半期（10～3月）前年比0.3％増
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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
②業績ハイライト

オートオークション相場の下落に伴う

オークション販売台数の減少や輸出事業の減退が大きく影響

【累 計】 売上高 31,587百万円（前期比93.5%）

営業利益 △141百万円（前期は479百万円）

経常利益 △105百万円（前期は504百万円）

（百万円） （百万円）（百万円）売上高 営業利益 経常利益
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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
③貸借対照表

平成29年3月期末 平成28年3月期末 前期末比

流動資産 6,563  8,176  80.3%

固定資産 1,903 2,068 92.0%

総資産 8,467 10,245   82.6%

流動負債 1,757 1,965 89.4%

固定負債 628 779 80.6%

純資産 6,081 7,500 81.1%

負債・純資産合計 8,467 10,245  82.6%

（単位：百万円）

《補足説明（前期末比）》

 流動資産：前期末比1,613百万円減少 現金及び預金1,643百万円、繰延税金資産129百万円減少、売掛金403百万円増
加

 流動負債：前期末比207百万円減少 買掛金137百万円、未払金58百万円減少、短期借入金80百万円増加

流動比率 373.4％ （前期末 416.0％）

 純資産 ：自己株式の取得による減少958百万円、親会社株主に帰属する当期純損失342百万円、剰余金の配当91百
万円

自己資本比率 69.1％ （前期末 70.7％）
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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
④損益計算書

（単位：百万円）

-344△342
親会社株主に帰属する
当期純利益

-504△105経常利益

-479△141営業利益

△0.7%5,8505,810販管費

△10.4%6,3305,669売上総利益

△5.5%27,43825,918売上原価

△6.5%33,76931,587売上高

前年同期

増減率
平成28年3月期末平成29年3月期末

 売上総利益

： オークション販売台数の減少および為替変動による輸出事業の減退等により減少（前年同期比6.5％減）

《補足説明》

 売上高

： 売上高の減少、オートオークション相場の低迷に伴う利益率の低下により減少（前年同期比5.5％減）

 販売管理費 ： TVCM等積極的なブランディング戦略を展開するもコスト削減を実施し減少（前年同期比0.7％減）

： 売上高、売上総利益の減少により営業損失を計上 営業利益
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【1】 平成29年3月期 当期連結決算の状況
⑤キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成29年3月期末 平成28年3月期末

営業活動によるキャッシュ・フロー △379 303

投資活動によるキャッシュ・フロー 580 △514

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,144 △469

現金及び現金同等物の期末残高 2,270 3,213

《補足説明》

 営業CF ：税金等調整前当期純損失187百万円。売上債権403百円の増加、法人税等の支払額160百万

円、仕入債務137百万円の減少等のマイナス要因により減少

 投資CF ：定期預金の払戻による収入700百万円、敷金及び保証金の回収による収入90百万円等のプラス

要因により増加

 財務CF ：自己株式取得による支出958百万円、長期借入金の返済による支出169百万円等のマイナス要

因により減少
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【2】 平成30年３月期 計画
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【2】 平成30年３月期 計画
①業績計画について

（単位：百万円）

■適正な人員配置及び人材育成に注力し、買取を専門とした小型店の統合を行い、

販売拡大に向けた大型店の中長期的な出店を推進し、安定した収益を確保できる体制を

構築。

第2四半期累計期間 通 期

売上高 14,500 30,100

営業利益 230 550

経常利益 240 570

親会社株主に帰属する
当期純利益 160 370

売上高301億（前期比95.3％） 、営業利益5.5億円（前期比691百万円増）
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【2】 平成30年３月期 計画
②営業施策

 平成29年4月に4店舗の統合を実施
 今期3店舗の新規出店予定

■セールスプロモーションの強化
 「ピッカピ・カー査定団」

全国放映（BS-TBS)2年目に突入

■小売販売の強化
 買取センターにおける小売販売の強化

既存店の改装・移転・統合等を検討、効率的な店舗配置を

推進し、適正な人員配置・人材育成に注力

【カーチス南港販売センター】

■出店計画

 WEBを最大限に利用し、販売促進を強化

顧客管理を徹底し、乗換え案件から自社在庫の販売を推進

ブランドの浸透・認知度の向上による

買取・販売取引数の更なる増大を図る


